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1 はじめに

ホールクロップサイレージ (以下WCSと 表記)用

イネの栽培は、水田を活用した粗飼料の自給率向上に

向けた技術として注目を集めており、本県においても

作付け面積は年々増加 している。本研究では WCS用
イネ専用収穫機械 (飼料イネコンバインベーラ 。自走

式ベールラッパ体系、以下、専用機)および牧草用収

穫機械による収穫体系の作業性について検討した。

2 試験方法

(1)訓験年月日 :試験区 1:2001(H13)年 9月 10日

試験区2:2004(H16)年 9月 9日

(2)試験場所 :試験区 1:紫波町農家ほ場

(35a区 画:97mx 35■ )

:試験区2:岩手農研センター内ほ場

(40a区画:91■ X44n)

(3)試験区と供誠機械

試験区 1:イ ネWCS専 用収穫機械体系

①飼料イネコンバインベーラ(44.lkW、

作業幅1.511.ローll径 1.llll)

②自走式ベールラッパ (9.6kW)2台

試験区2:牧草用収穫機械体系 (ト ラクタ4台、

ディスクモア、ヘイレーキ、ロー

ルベーラ、ヘイホーク、ベールラ

ッパ、自走式グラブ付きローダ)

① トラクタA(40kW)+デ イスクモア

(作業幅1.51n)

② トラクタB(17kW)+ヘイレーキ (作

試験区 1:イ ネWCS専用収穫機体系

業幅1.5m)

③トラクタA(40kW)+ロ ールベーラ

(作業幅1.5■、ロール径0.85■)

④トラクタC(26k7)+ヘ イホーク

⑤トラクタB(17kW)+ベールラッパ)

⑥トラクタD(自走式グラブ付きロー

ダ (28Ⅲ))

(4)調査項目 :作業能率 (作業速度、能率)

3 餞験結果及び考察

(1)イ ネWCS専 用収穫機械体系の作業能率を表 1、

2に示す。平成13年に現地の35a区画ほ場で試験を

行つた。飼料イネコンバインベーラは、直径1.Omの

ロールを梱包するのに平均作業速度1.41■/sで作業

能率が10a当 たり18.5分、ほ場作業量は0.32ha/hで

あつた。自走式ベールラッパは、飼料イネコンバイ

ンベーラ 1台に対して 2台同時作業で、 1個のロー

ルをラッピングするのに89.6秒 で、作業能率10a当

たり18.8分、ほ場作業量は0.32ha/hで あつた。

(2)牧草用収穫機械体系の作業能率を表 3に示す。

牧草収穫機械体系は、機械の大きさや台数など複数

パターンが考えられるが、作業幅を1.5■ (イ ネ 5条

分)、 梱包は中型ロールベーラを使用し収穫後梱包

前に集草することを前提として作業を行い、能率を

算出した。ほ場作業量は、刈 り取 りと集草でそれぞ

れ約0.5ha/h、 梱包で0.2ha/h、 ラッピングで0.18ha

/hで あつた。

(遭義諄 へ )

(運搬車へ)

図1 収穫体系別の作業の流れと供試機械
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(3)通常の牧草を収穫する場合は、各作業ごとに

単独で作業単位を設定 して作業することができる

が、サイレージとしての品質低下を避けるため、収

穫からラッピングまでは一日単位で作業を行う必要

がある。そこで、作業能率の算出にあたつては、各

作業機の能率調査結果と作業機の組み合わせによる

作業の重なり程度を考慮 し、シミユレーシヨンを行

って算出した。

このように算出した総合的体系別作業能率と、 1

日の作業単位面積の推定値を図 2に示す。作業能率

は、専用収穫機械体系で3.13h/ha、 牧草用収穫機体

系で775h/haで ある。この作業能率に実作業率を考

慮して一日の作業能率から判断すると、専用収穫機

体系では 1日 約180a程度まで作業できる。また、牧

草用収穫機体系では、一日の収穫作業単位の目安は

最大8じ程度であると思われた。
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図2体系別の作業能率と1日の作業単位面積の推定
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